
℃
つ 　

8
　
0

㎞
2

簾

6
●

歪
胃
、

g　o

　6月1日から一週間、ミ水道週間，が始まります。幼稚園のこ

どもたちはみんなきれいずき、元気に遊んだあとの手洗いは忘

れません。大切な水、有意義につかいたいものですね。

こうなん町
夢とふれあい

今月の特集・水道のある快適な生活

編集発行

発行人
平成2年6月1日　江南町役場（魯0485－36－1521〉

江南町長柴田忠雄
きじまるくん



12）広・報こうなん

　　日のくらしのなかでは、あまりに

　　も身近にありすぎて、あんがい知

駄　　　らないことがたくさんあり

磁鍵麹ま離薙禦
灘　　　　　　　快適で豊かなくらし

臨　　　　　　　が約束されます。

　　　　　　この機会に水の大切さを
鞭難見直し、もう一度水道につ
，嚢灘1褻　　いて考えてみましょう。

平成2年6月1日発行

じゃロをひねれば、いつでも、

ビこでも、すきなだけ、きれいな

lkを送りつづける水道。

勘塾職纏璽
Dライフライン（生

翫譲し飛の遜

じ
こ
を
の
ち
一
フ
線
切
す
し

　
ど
水
こ
た
の
命
大
で

6
●

水
道
の
歴
史

　
水
道
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、

紀
元
前
三
二
一
年
に
ア
ピ
ア
ス
・

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ス
と
い
う
人
が
設
計

し
た
ロ
ー
マ
の
水
道
が
、
歴
史
上

最
古
の
水
道
施
設
で
す
。

　
日
本
で
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸

入
府
に
先
だ
ち
、
海
岸
に
沿
っ
た

江
戸
城
下
に
飲
料
水
を
供
給
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
天
正
十
八

年
（
一
五
九
〇
年
）
に
家
臣
大
久

保
藤
五
郎
に
命
じ
た
の
が
水
道
の

始
ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
明
治
十
六
年
（
一
八

八
三
年
）
伝
染
病
や
大
火
事
の
多

発
に
頭
を
い
た
め
た
横
浜
市
が
、

中
国
の
江
東
水
道
を
設
計
し
た
イ

ギ
リ
ス
人
の
パ
ー
マ
i
氏
に
設
計

を
依
頼
し
、
総
工
費
約
一
、
〇
七

四
、
七
二
二
円
（
当
時
、
か
け
そ

ば
一
杯
一
銭
）
を
投
じ
、
二
年
半

の
年
月
を
か
け
て
鉄
管
を
使
用
し
、

圧
力
に
よ
り
直
接
蛇
口
か
ら
水
を

出
す
こ
と
が
で
き
る
、
日
本
で
は

初
め
て
の
近
代
的
な
水
道
が
完
成

し
た
の
で
す
。
そ
れ
に
続
き
、
函

館
市
、
長
崎
市
、
東
京
市
と
給
水

を
開
始
し
、
大
正
十
年
（
一
九
二

一
年
）
に
は
、
塩
素
に
よ
る
消
毒

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

江
南
町
の
水
道

　
江
南
町
の
水
道
は
、
昭
和
三
十

七
年
に
南
部
簡
易
水
道
が
創
設
さ

れ
、
昭
和
三
十
九
年
に
北
部
簡
易

水
道
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
四
十
三

年
に
南
部
、
北
部
を
統
合
し
て
江

南
村
上
水
道
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
人
口
の
増
加
及
び
工

場
誘
致
な
ど
に
よ
り
、
水
の
使
用

量
は
年
々
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い

昭
和
四
十
五
～
四
十
六
年
度
に
第

一
次
拡
張
事
業
、
昭
和
四
十
九
～

五
十
二
年
度
に
第
二
次
拡
張
事
業
、

昭
和
五
十
四
～
五
十
五
年
度
に
は

第
三
次
拡
張
事
業
を
実
施
し
水
源

の
増
設
、
浄
水
施
設
の
拡
充
、
配

水
施
設
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
県
水
導
入
に
伴
う
施
設

の
拡
充
の
た
め
平
成
元
年
～
三
年

の
三
か
年
継
続
事
業
で
第
四
次
拡

張
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
水
道
施
設
の
現
況

123

水
　
源

浅
井
戸
　
六
本
（
樋
春
北
）

浄
水
場

江
南
町
浄
水
場
（
成
沢
）

施
設
能
力

　
　
　
七
、
O
O
O
㎡
／
日

ポ
ン
プ
場

増
圧
ポ
ン
プ
場
（
小
江
川
）

町の年間水道使用量の推移使用量

　　（㎡〉

200万

　100万

　　　　　　　　　　　　九
六　　　　　　　　　　　　　三
二　1

－
O
O
O

門Vノ・十圓小よ巨1又用里ノ1閏ツ

一
九
｝
八
○
○
○

一
七
二
八
○
O
O

一　　一

二
七
一
〇
〇
〇

二
〇
〇
〇

45年度　　　　　50年度　　　　55年度　　　　　60年度　　　　　元年度
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第
四
次
拡
張
事
業
の
概
要

　
近
年
、
江
南
町
に
お
い
て
は
人

口
の
増
加
が
め
ざ
ま
し
く
、
生
活

水
準
の
向
上
や
水
道
普
及
率
の
上

昇
な
ど
の
都
市
化
現
象
に
よ
っ
て

水
需
要
は
今
後
も
増
大
し
て
ゆ
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

現
状
の
水
道
事
業
を
見
直
す
必
要

が
生
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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現
在
の
自
己
水
源
は
、
す
べ
て

地
下
水
（
浅
井
戸
）
で
あ
り
、
新

た
な
水
源
の
確
保
も
期
待
で
き
な

い
状
況
下
で
あ
り
ま
し
た
が
、
埼

玉
県
広
域
第
一
一
水
道
用
水
供
給
事

業
の
拡
大
区
域
に
編
入
さ
れ
、
平

成
三
年
度
か
ら
県
水
の
供
給
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で

は
目
標
年
度
を
平
成
七
年
度
と
し

200m3）

曝、澗、．、一．．げ一　…

　　　　　工事が進められている配水池

安
全
か
つ
安
定
し
た
給
水
を
図
る

た
め
、
長
期
的
な
水
需
要
に
対
応

す
る
べ
く
第
四
次
拡
張
事
業
の
認

可
を
取
得
し
、
平
成
元
年
度
か
ら

平
成
三
年
度
の
継
続
事
業
と
し
て

県
水
受
水
施
設
、
配
水
池
（
三
、

二
〇
〇
㎡
）
、
電
気
、
計
装
、
配
水

ポ
ン
プ
設
備
の
改
造
、
配
水
管
網

の
整
備
な
ど
の
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

4

さ
れ
る
家
庭
が
増
え
る
な
ど
、
生

活
様
式
の
変
化
に
よ
り
一
人
当
り

の
水
使
用
量
が
非
常
に
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
水
道
管
か
ら
の

水
も
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
年
二

回
、
夜
間
の
漏
水
調
査
を
実
施
し

漏
水
箇
所
の
早
期
発
見
、
早
期
修

理
に
努
力
し
た
結
果
漏
水
が
非
常

に
少
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
安
心
し
て
飲
め
る
お

い
し
い
水
の
安
定
供
給
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

郡
内
で
一
番
安
い
基
本
料
金

　
町
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十

七
年
か
ら
、
七
年
二
か
月
の
間
ず

っ
と
同
じ
料
金
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
六
月
の
改
定
に
よ
り
、

基
本
料
金
が
口
径
十
三
㎜
で
百
円

（
十
一
・
一
％
）
下
が
り
八
百
円

と
な
り
大
里
郡
で
一
番
、
県
下
で

も
平
均
よ
り
だ
い
ぶ
安
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
水
道
料
金
を
ド
ラ
ム

缶
一
杯
分
（
二
百
籾
）
に
換
算
す

る
と
約
十
六
円
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
料
金
で
水
道
事
業

が
運
営
で
き
る
の
は
、
こ
こ
数
年
、

住
宅
、
工
場
な
ど
の
新
規
申
し
込

み
が
増
え
て
お
り
、
加
入
金
及
び

水
道
使
用
料
が
順
調
に
の
び
て
い

る
こ
と
、
又
集
落
排
水
の
普
及
地

区
が
増
え
、
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置

水
道
を
利
用
し
て

お
い
し
い
“
そ
ば
”

　
お
い
し
い
“
水
”　

　
ん

久
さ

　
　
夫

　
ぷ
邦

本
や
岡

　
　
花

一
一
一
㈲

　
江
南
町
に
お
店
を
出
し
て
、
早

い
も
の
で
十
年
た
ち
ま
し
た
。

　
お
い
し
い
“
そ
ば
”
作
り
に
は
、

お
い
し
く
て
冷
た
い
“
水
”
が
重

要
で
す
。
そ
の
点
、
町
の
水
道

は
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
東
京
と

比
較
し
て
も
、
地
下
水
の
せ
い
で

し
ょ
う
か
、
夏
で
も
と
て
も
冷
た

く
て
い
い
で
す
ね
。

町
の
水
は

　
お
い
し
い
で
す
ね

パークシティー

主婦芦澤京子さん

　
児
玉
町
か
ら
江
南
町
に
来
て
、

六
年
に
な
り
ま
す
。

　
町
の
お
水
は
、
す
べ
て
井
戸
水

と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
せ

い
か
夏
は
と
て
も
冷
め
た
く
、
冬

は
あ
た
た
か
い
で
す
ね
。
そ
し
て

消
毒
の
臭
い
も
あ
ま
り
し
な
い
の

で
と
て
も
お
い
し
く
感
じ
ま
す
ね
。
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限
り
あ
る
水
資
源

　
私
た
ち
が
利
用
で
き
る
水
資
源

は
、
降
雨
や
降
雪
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
降
水

量
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
も
の
で
、

け
っ
し
て
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
自
然
条
件

に
加
え
、
人
口
・
産
業
立
地
な
ど

の
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て
も
、
利

用
条
件
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
わ
が
国
は
、
世
界
で
も
有
数
の

多
雨
地
帯
に
位
置
し
、
年
間
平
均

降
水
量
は
約
一
、
八
O
O
㎜
、
総

量
約
六
、
七
〇
〇
億
㎡
で
、
世
界

平
均
降
水
量
約
九
七
〇
㎜
と
く
ら

べ
約
二
倍
と
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
狭
い
国
土
に
人
口
が
多

く
、
一
人
当
り
の
降
水
量
は
、
世

に

界
平
均
の
・
一
5
以
下
で
あ
り
、
け
っ

し
て
豊
富
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
国
内
に
お
い
て
も
、
降
水
量
と

人
口
密
度
に
は
相
当
な
地
域
差
が

あ
り
、
関
東
、
近
畿
な
ど
の
一
人

当
り
降
水
量
は
、
全
国
平
均
の
去

な
い
し
・
一
2
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
し
か
も
、
こ
の
降
水
は
、
梅
雨
、

台
風
、
豪
雪
な
ど
限
ら
れ
た
季
節

に
集
中
し
、
そ
の
か
な
り
の
部
分

は
、
一
時
に
海
に
流
出
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
う
え
、
蒸
発
す
る

分
も
考
え
る
と
、
私
た
ち
が
水
資

源
と
し
て
利
用
で
き
る
の
は
、
年

間
降
水
量
の
去
程
度
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
が
利
用
で
き
る
水

は
、
け
っ
し
て
無
尽
蔵
で
は
な
く
、

限
り
あ
る
資
源
な
の
で
す
。

　
つ
ぎ
の
節
水
方
法
は
、
わ
た
し

た
ち
の
ち
ょ
つ
と
し
た
心
が
け
で

簡
単
に
実
行
で
き
る
も
の
を
選
ん

で
み
ま
し
た
。
一
度
お
試
し
に
な

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
家

計
簿
に
も
思
い
が
け
な
い
ゆ
と
り

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

◎
コ
ッ
プ
形
歯
み
が
き

　
コ
ッ
プ
三
杯
程
度
で
す
む
歯
み

が
き
も
、
一
日
二
回
三
人
家
族
で

一
分
間
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
だ
と

す
る
と
一
か
月
で
九
七
〇
鍔
、
浴

槽
五
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。

◎
バ
ケ
ツ
式
洗
車

ず
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
で
も
、
水
道
の
水
も
電
気
や
ガ

ス
と
同
じ
く
、
作
り
出
す
も
の
で

有
限
な
の
で
す
。
水
も
貴
重
な
資

源
と
し
て
有
効
に
使
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
5
●

　
ホ
ー
ス
洗
い
一
回
で
約
三
八
○

局
も
使
い
、
バ
ケ
ツ
で
行
う
と
バ

ケ
ツ
五
杯
、
約
五
〇
団
脚
で
す
み
ま

す
。◎

風
呂
水
再
利
用

　
小
さ
な
浴
槽
で
も
約
二
〇
〇
悩

の
水
が
入
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
残

り
湯
を
洗
車
や
洗
濯
、
掃
除
な
ど

に
半
分
利
用
す
る
と
、
毎
日
風
呂

を
わ
か
し
た
と
し
て
、
一
か
月
に

三
千
尉
も
の
節
約
が
で
き
ま
す
。

◎
洗
た
く
は
“
た
め
す
す
ぎ
”

じ
ょ
う
ず
な

　
　
　
　
水
の
使
い
方

　
水
道
は
、
電
気
や
ガ
ス
と
比
べ

る
と
と
か
く
節
約
の
対
象
か
ら
は

　
一
回
の
洗
濯
に
二
回
の
た
め
す

す
ぎ
を
し
て
も
一
〇
〇
悩
で
す
み
、

流
し
っ
ぱ
な
し
の
二
四
〇
悩
よ
り

大
幅
に
節
約
で
き
ま
す
。

◎
節
約
の
き
め
て

　
“
ち
ょ
っ
と
ひ
ね
り
”

　
「
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
i
」
と
蛇
口
を

全
開
に
す
る
と
一
分
間
に
二
〇
悩

そ
こ
を
ち
ょ
っ
と
手
加
減
し
て
み

る
と
一
分
間
で
六
尉
で
す
み
ま
す
。

水
道
財
政
の
し
く
み

　
水
道
事
業
の
財
政
は
、
ら
施
設
を

拡
張
し
た
り
改
良
す
る
と
き
は
、

そ
の
資
金
は
ほ
と
ん
ど
借
入
金
で

す
。
そ
し
て
、
施
設
が
で
き
、
水

を
送
っ
て
得
た
水
道
料
金
収
入
の

な
か
か
ら
水
道
事
業
費
用
の
す
べ

て
を
支
出
し
事
業
を
経
営
し
て
い

ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
水
道
事
業
は
、

主
に
水
道
料
金
収
入
で
ま
か
な
い
、

町
の
税
金
は
一
切
使
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
　
（
こ
れ
を
独
立
採
算
制
と

い
い
ま
す
。
）
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6
●

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
納
税
組
合

こ
ん
な
と
き
に
は

お
届
け
く
だ
さ
い

○
家
を
新
築
な
さ
る
と
き

O
引
越
し
て
来
ら
れ
る
と
き

O
引
越
し
て
行
か
れ
る
と
き

○
水
道
の
持
ち
主
が
変
る
と
き

O
前
の
使
用
者
に
引
き
つ
づ
い
て

水
道
を
使
わ
れ
る
と
き

O
長
い
間
お
留
守
に
さ
れ
る
と
き

O
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
場
合
で
、

使
用
者
や
代
表
者
が
変
る
と
き

　
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は

　
一
般
家
庭
の
水
道
料
金
の
請
求

は
二
か
月
に
一
回
で
す
。
料
金
の

お
支
払
い
方
法
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

●
ロ
座
振
替

　
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

●
直
接
納
付

　
納
入
通
知
書
に
よ
り
、
役
場
出

納
室
の
窓
口
に
直
接
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ご
近
所
の
納
税
組
合
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
、
組
合
を
と
お
し
て

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は

　
　
　
ロ
座
振
替
が
便
利
で
す

　
手
続
き
は
、
つ
ぎ
の
金
融
機
関

ま
た
は
水
道
課
で
（
通
帳
、
通
帳

使
用
の
印
鑑
、
最
近
の
領
収
書
を

持
参
の
う
え
）
お
願
い
し
ま
す
。

・
埼
玉
銀
行
（
熊
谷
支
店
・
熊
谷

　
駅
前
支
店
・
熊
谷
西
支
店
・
流

　
通
セ
ン
タ
ー
出
張
所
・
篭
原
支

　
店
）

・
埼
玉
県
信
用
金
庫
（
本
店
・
本

　
店
熊
谷
駅
前
特
別
出
張
所
・
江

　
南
支
店
）

・
足
利
銀
行
　
・
第
一
勧
業
銀
行

・
東
和
銀
行
　
・
武
蔵
野
銀
行

・
群
馬
銀
行
　
・
東
京
相
和
銀
行

・
北
越
銀
行
　
・
太
陽
神
戸
三
井

　
銀
行
の
そ
れ
ぞ
れ
の
熊
谷
支
店

・
江
南
農
協
（
本
所
・
南
支
所
）

・
郵
便
局

さ
あ
困
っ
た
…
こ
ん
な
と
き

　
水
が
で
な
い

一
、
自
分
の
家
だ
け
水
が
出
な
い
。

　
〈
一
般
の
住
宅
〉

　
　
止
水
栓
が
開
い
て
い
る
こ
と

　
を
確
認
し
、
ま
た
、
隣
近
所
を

確
認
し
て
か
ら
お
問
合
せ
を
。

　
〈
三
階
以
上
の
中
高
層
住
宅
〉

　
　
受
水
槽
や
ポ
ン
プ
の
故
障
が

　
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
※
水
道
工
事
中
の
場
合

　
　
工
事
を
す
る
場
合
は
、
あ
ら

　
か
じ
め
広
報
車
な
ど
で
お
知
ら

　
せ
し
ま
す
。

一
一
、
近
所
一
帯
、
水
が
で
な
い

　
　
突
発
事
故
な
ど
の
場
合
で
、

　
広
報
車
そ
の
他
で
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。

　
水
が
に
ご
る

●
水
が
茶
色
っ
ぽ
い

　
　
水
道
工
事
、
突
発
事
故
、
消

　
防
活
動
な
ど
で
、
一
時
的
に
水

　
道
管
内
の
鉄
さ
び
が
流
れ
で
た

　
も
の
で
す
。
に
ご
り
が
ひ
ど
い

　
場
合
は
、
飲
用
を
さ
し
ひ
か
え

　
て
く
だ
さ
い
。

●
水
が
白
っ
ぽ
い

　
　
水
道
水
に
空
気
が
ま
じ
っ
た

　
現
象
で
小
さ
な
空
気
の
あ
わ
で

　
白
ぽ
っ
く
見
え
る
の
で
す
。
ま

　
も
な
く
澄
ん
だ
水
に
な
り
ま
す

　
か
ら
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

●
水
が
カ
ル
キ
（
塩
素
）
臭
い

　
　
水
道
の
水
が
カ
ル
キ
臭
い
の

●
璽
一

　
は
、
塩
素
と
い
う
薬
品
が
入
っ

　
て
い
る
た
め
で
、
塩
素
は
水
を

　
消
毒
す
る
と
い
う
大
切
な
役
目

　
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

　
　
水
道
の
カ
ル
キ
の
臭
い
は
、

　
安
心
し
て
飲
め
る
証
拠
で
す
。

●
水
道
の
故
障
・
事
故

　
水
道
が
故
障
し
た
ら
、
す
ぐ
修

理
し
ま
し
ょ
う
。
と
り
あ
え
ず
応

急
手
当
と
し
て
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
ボ
ー
ル
バ
ル
ブ
を
止
め
て
、

水
道
課
ま
た
は
、
水
道
工
事
指
定

店
へ
修
理
を
申
込
み
ま
し
ょ
う
。

メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

検針員

太田照子さん

　
み
な
さ
ん
の
水
道
料
金
は
、
二

か
月
に
一
回
お
う
か
が
い
す
る
検

針
員
の
メ
ー
タ
ー
検
針
に
よ
り
算

出
さ
れ
ま
す
。
正
確
で
能
率
の
よ

い
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

　
に
は
、
物
を
置
か
な
い
で
！

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、
屋
外

　
の
見
や
す
い
場
所
に
！

●
犬
は
、
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
出

　
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
し
て
！

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
ま

　
わ
り
は
、
い
つ
も
き
れ
い
に
！

水
道
の
故
障
・
修
理
は

　
当
番
の
指
定
工
事
店
へ

6月の当番日 工事店名 電話番号

1　・　6　・11　・16・21　・26 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

2　・　7　・12・17。22・27 ㈲笠原設備工業所 36－3662

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲松本設備 36－5177

4　・　9　。14・19。24・29 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

5　・10・15・20・25・30 ㈱光栄建　設 36－1052
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
④

「
食
中
毒
」
に
つ
い
て

　
ま
も
な
く
う
っ
と
う
し
い
梅
雨

の
季
節
が
お
と
ず
れ
て
き
ま
す
。

気
温
が
昇
り
、
湿
度
が
高
く
な
っ

て
き
ま
す
。
食
中
毒
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
わ
が
国

の
統
計
に
よ
る
と
、
被
害
者
は
例

年
三
～
四
万
人
前
後
の
発
生
を
み

て
お
り
、
中
で
も
七
月
か
ら
九
月

の
三
ヶ
月
間
が
年
間
発
生
事
件
数

の
実
に
約
五
十
四
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
食
中
毒
に
か
か
る
と
、
激
し
い

下
痢
、
腹
痛
、
お
う
吐
、
発
熱
な

ど
に
見
舞
わ
れ
、
時
に
よ
っ
て
は

死
亡
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

原
因
食
品
が
判
明
し
た
も
の
の
う

ち
、
魚
介
類
に
起
因
す
る
も
の
が

約
二
十
七
％
、
野
菜
類
（
き
の
こ

を
含
む
）
、
複
合
調
理
食
品
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
原
因
物
質
別
に
み
る
と

圧
倒
的
に
細
菌
に
よ
る
も
の
が
多

く
（
約
八
十
四
％
）
つ
い
で
自
然

毒
（
き
の
こ
、
ふ
ぐ
な
ど
）
、
化
学

物
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
細

菌
の
中
で
も
皆
さ
ん
が
よ
く
耳
に

す
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
属
、
ブ
ド
ウ
球
菌
、
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
、
ジ
ュ
ジ
ュ
ニ
な
ど

は
代
表
的
な
原
因
菌
で
す
。

　
ま
た
、
施
設
別
に
み
る
と
家
庭

飲
食
店
（
旅
館
を
含
む
）
、
仕
出
し

屋
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
摂
取
場
所

別
で
は
、
家
庭
、
学
校
、
飲
食
店
、

旅
館
、
事
業
所
な
ど
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
．
●

篶
ビ
遜
諺
鹸
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品

　
何
と
言
っ
て
も
予
防
が
大
切
で

す
。
つ
ぎ
の
こ
と
を
お
互
い
に
守

1幼

　
　
べ
な
い
。

　
③
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
食
べ

塾
嘩
・
・
－
・
㎜
程

①
調
理
前
に
手
を
洗
う
。

②
手
指
に
き
り
傷
、
か
の
う
部

　
　
位
が
な
い
か
。

③
熱
処
理
を
す
る
よ
う
に
努
め

　
　
る
。

④
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
。

　
以
上
が
食
中
毒
予
防
の
初
歩
的

に
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
事
項
で

す
。　

お
互
い
に
蒸
し
暑
い
夏
を
す
こ

や
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　町では、乳幼児のすこやかな成長を願い

健診などを実施していますが、日程および

対象年齢はつぎのとおりです。

　なお、対象児には、個人通知いたします。

7月（日程および対象年齢）

事業　名 実施日 場　所 受付時間 対象年齢

1歳児相談 2日（月）

保健

センター

午前10時

～11時

元年6月～

　　7月生

1歳6ヶ月

児健診
4日伽 〃

午後1時

～1時30分

63年11月～

元年1月生

　　、』卜5』『」匹』匹』匹』【一一』h』n湯』「卿』「躍』「’…－』ハ■『馴『』凹M■

　　　　　　母親学級日程

　　　　　出産を迎えるかたがた全員を対象として

　　　　安心して分娩・育児ができるように母親学

　　　　級を7月に開催いたします。参加希望者は
　　　　6月末日までに申込みをしてください。

　　　　　なお、次回は12月に実施する予定です。

実施日 時　　間 内　　　容 場所

一
日
目

7月

3日㈹

午後1時30分
　　～

〃4時

お産の準備と経過

保
健
セ
ン
タ
i

安　産　教　室

二
日
目

7月

11日（オO

午前10時
　　～
午後2時30分

妊娠中の栄養

妊娠中の保健

三
日
目

7月

18日（水）

午後1時30分
　　～

〃4時

新生児の保育

沐浴の実習
※申込み先　保健課（内線310・311）
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●
●

●
歯
の
衛
生
週
間
●
　
六
月
四
日
～
十
日

　
　
歯
肉
炎
と
歯
周
炎
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
た
ち
の
歯
を
奪
う

　
永
久
歯
は
何
本
あ
る
か
ぴ
存
じ
で

す
か
。
答
え
は
二
十
八
本
（
親
知
ら

ず
は
除
く
）
。
こ
れ
ら
の
歯
が
、
食
べ

物
を
か
み
切
り
、
細
か
く
す
り
つ
ぶ

し
、
だ
液
と
混
ぜ
て
消
化
し
や
す
い

状
態
に
し
て
、
胃
へ
送
り
込
む
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
言
葉
を
発

音
す
る
の
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
永
久
歯
も
、
一

般
的
に
み
る
と
、
だ
い
た
い
七
十
歳

ぐ
ら
い
で
三
分
の
二
以
上
の
二
十
本

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
、
普
通

で
す
。
こ
う
し
た
原
因
に
、
虫
歯
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
で
は

歯
茎
に
炎
症
が
起
き
る
「
歯
肉
炎
」

や
歯
槽
の
う
ろ
う
な
ど
の
「
歯
周
炎
」

が
、
歯
の
喪
失
に
大
き
な
影
響
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
歯
肉
炎
や
歯
周
炎
の
症
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

尋胤
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
歯
茎
に

炎
症
が
生
じ
た
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
押
し
込
ま

れ
て
い
た
り
、
歯
並
び
が
悪
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

り
す
る
の
が
原
因
で
す
。
ま
た
、
「
歯

こ
う垢

」
な
ど
を
放
置
し
た
と
き
に
で
き

る
「
歯
石
」
も
、
歯
肉
炎
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　
歯
周
炎
は
、
歯
肉
炎
が
進
行
し
た

も
の
で
、
歯
茎
の
中
に
あ
る
歯
根
膜

や
歯
槽
骨
と
い
わ
れ
る
部
分
が
炎
症

を
起
こ
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
こ

れ
が
進
行
す
る
と
、
歯
と
歯
茎
の
間

に
す
き
間
が
で
き
、
歯
を
支
え
て
い

と
原
因
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
歯
垢
や
歯
石
を

　
　
　
　
　
取
り
除
こ
う

　
歯
肉
炎
は
歯
茎
が
赤
く
は
れ
、

を
磨
い
て
い
る
と
出
血
す
る
と

た
症
状
が
で
ま
す
。

．
禽

O

っ歯

る
骨
力
な
く
な
り
、

さ
ら
に
は
歯
が
グ

ラ
グ
ラ
し
は
じ
め

て
、
抜
け
落
ち
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
原
因
は
、
歯
肉

炎
と
同
じ
で
す
が
、

こ
の
ほ
か
栄
養
の

な
ど
に
よ
る
影
響
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　
歯
磨
き
と

　
厚
生
省
で
は
、
「
歯
が
だ
い
じ
　
食

べ
る
楽
し
み
い
つ
ま
で
も
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
八
十
歳
で
二
十
本
の
歯

を
残
す
こ
と
を
目
標
と
し
た
、
八
〇

二
〇
運
動
の
推
進
を
は
じ
め
、
一
生

自
分
の
歯
で
食
べ
る
こ
と
を
P
R
し

て
い
ま
す
。

　
で
は
、
虫
歯
や
歯
肉
炎
、
歯
周
炎

を
予
防
す
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
み

て
み
ま
し
よ
う
。

　
①
毎
食
後
に
一
本
一
本
て
い
ね
い

に
歯
を
磨
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
歯
と
歯
茎
の
間
は
、
歯
垢
や
歯

石
が
つ
き
や
す
い
の
で
、
汚
れ
を
取

り
除
く
よ
う
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て

く
だ
さ
い
。

　
②
一
年
に
一
回
は
、
定
期
的
に
歯

科
検
診
や
歯
石
除
去
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
歯
垢
や
歯
石
を
除

去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歯
肉
炎
や

歯
周
炎
を
予
防
で
き
ま
す
。

③
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食

事
を
し
、
歯
肉
炎
や
歯
周
炎
を
引
き

起
こ
す
糖
尿
病
や
高
血
圧
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
さ
あ
、
今
日
か
ら
実
践
し
、
習
慣

づ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
定
期
検
診
を
習
慣
に
　
　
．

歪
マ人

権
擁
護
委
員
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か

群
　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

一
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
　
日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変

譜
わ
っ
た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国

一
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
人
権

陣
・
思
想
の
普
及
高
揚
が
強
く
求
め
ら

解
れ
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
調

一
と
し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ

印
ま
し
た
。

　
　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、

一
昭
和
二
十
三
年
に
ま
ず
政
令
に
も

傑
と
づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が

・
設
け
ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六
月
一

一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

・
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

Ψ
■
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ

一
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し

、
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委

　
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

　
　
人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
き

　
て
行
く
上
で
、
も
っ
と
も
大
切
な

　
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、

　
あ
な
た
も
私
も
み
ん
な
人
権
が
尊

い
恥
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
人
権
は
共
存
す
る
も
の
な

一

の
で
す
。

　
お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
わ
た

し
た
ち
の
願
い
で
す
。

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と

し
て
み
な
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の

人
権
思
想
の
啓
発
に
つ
と
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
せ
ん
さ

れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
つ

ぎ
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

　
柴
　
　
芳
　
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
柴
一
五
三
番
地

　
　
電
話
三
六
I
O
九
三
一
番

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
　
町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
を

　
一
名
増
員
す
る
予
定
で
す
。
委

　
嘱
に
な
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
い

　
た
し
ま
す
。
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不正大麻・けし撲減運動にご協力を

植えてわるいけし

　　取材します

”
” σ

　係では、みなさんからのお

たよりをおまちしています。

みなさんの身近な話題やでき

ごとなど、広報こうなんに掲

載してみたいものがありまし

たら、どしどしご連絡くださ

い。取材にうかがいます。

　連絡は総務課広報係まで

　a36－1521まで

■
●

■

　仲人さんに感謝状

　4月24日、複合施設3階会
議室で農業後継者に仲介の労

をとった、媒始人の褒賞式が

行われました。

　仲人していただいた13組に

功労をたたえるための感謝状

と褒賞金が贈られ、また、今回

は5組以上の媒始をまとめ上
げた、功労者に特別褒賞を贈

りました。これからも豊かな

経験を生かして、活躍いただ

きたいものです。

力

メ
一
7

リ
ポ

卜

高齢者のための

　　　楽しい教室

　5月8日、勤労福祉センタ

ー講習室で高齢者のための楽

しい教室が行われました。

　この教室は、年10回開催さ

れ、この日が開級式で”お年

寄りにもできる健康体操”と

題し、101人の学級生が参加し

て、皆さん笑い声が絶えない

楽しい一日をすごしました。



（9） 広報こうなん 平成2年6月1日発行

　　ブルーベリーの

　　　　　花が満開

　アメリカ原産の低木性落葉

果樹で、4月中旬ころから開

花し始め、3～4週間の長い

開花期間を有し、6月上旬か

ら9月中旬ころまでに、果実
が収穫されるツツジ科の植物

です。

　町では、現在約5ヘクター
ルの栽培面積があります。

●

　　　　　　町卓球大会
　第11回町卓球大会が4月22日、町民体育館で開催され

ました。町外の参加者も多く、熱戦がくりひろげられま

した。

町スポーツ少年団結団式

　4月30日、町のスポーツ少
年団結団式が町民体育館で行

われました。

　野球・サッカー・ミニバレ

ー・ミニバスケット、6つの
団の子どもたちは、元気いっ

ぱいに入場行進をし、式典で

は、立派に結団の誓いを行い、

ました。

ス
ポ
ー
ツ
ハ
イ
ラ
イ
ト

5欝曼罐厩途無諜憲
　今年も剣友会のみなさんに指導してもらい、初め

て竹刀をにぎる子供たち10名も真剣そのものでした。
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区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
班
別
説
明
会
に
つ
い
て

　
事
業
の
実
現
に
向
け
て
、
行
政

側
と
地
権
者
の
み
な
さ
ん
で
、
円

滑
に
合
意
形
成
活
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
も
施
行
予
定
地
区
内
の
関
係

者
を
対
象
と
し
た
組
織
づ
く
り
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
班
別
ブ
ロ
ッ
ク
の
説

明
会
を
も
っ
て
、
街
づ
く
り
に
つ

い
て
の
意
見
や
要
望
を
効
果
的
に

事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と

と
も
に
、
積
極
的
に
事
業
の
実
現

に
向
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り

説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
地
権
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

積
極
的
な
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日

通
知
し
ま
す
。

大
沼
端

向
山
神

悪
場
南

大
道
南

中
　
山

六
月
上
旬
～

　
六
月
下
旬

と
に
な
り
利
用
価
値
が
上
が
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ど
、
地
域
の
人
び
と
が
道
路
や
公

園
の
整
備
に
よ
っ
て
受
け
る
利
益

を
公
平
に
す
る
こ
と
は
難
か
し
い

も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
買
収
さ
れ
た
残
地
が

不
整
形
に
な
っ
た
り
、
小
規
模
な

宅
地
が
残
っ
た
り
し
て
、
土
地
の

有
効
利
用
が
図
れ
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
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ε
う
存
ゆ

◎
買
収
方
式
と

　
　
　
　
区
画
整
理
事
業

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
買
収

方
式
と
比
べ
て
ど
ん
な
利
点
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

俳
句
会
⑬

区
画
整
理
方
式

買
収
方
式

　
道
路
や
公
園
を
つ
く
る
場
合
、

個
別
に
用
地
を
取
得
し
整
備
す
る

方
法
で
す
が
、
そ
の
施
設
だ
け
を

み
れ
ば
効
果
的
で
す
が
、
買
収
す

る
土
地
に
住
む
人
た
ち
は
、
地
域

外
に
土
地
や
住
居
を
求
め
て
出
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
ま
で
裏
側
に
あ
っ
た

土
地
が
新
た
に
道
路
に
面
す
る
こ

　
　
　
　
●
●

　
買
収
方
式
と
比
べ
て
、
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
面
的
な
広
が
り
帖

を
も
っ
た
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
、
溜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

そ
の
地
域
内
の
道
路
や
公
園
な
ど
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
”

の
整
備
か
ら
受
け
る
利
益
の
度
合
凋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

い
に
応
じ
て
減
歩
さ
れ
、
か
つ
整
四

形
さ
れ
た
換
地
に
置
き
換
え
ら
れ
…
㎜

ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
地
域
の
人
び
桿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

と
の
受
益
と
負
担
の
公
平
、
さ
ら
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

に
土
地
の
有
効
利
用
が
道
路
や
公
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

園
の
整
備
と
同
時
に
図
ら
れ
る
こ
紺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

幹
線
整
備
の
た
め
に
、
国
の
補
助
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

制
度
な
ど
が
活
用
で
き
る
な
ど
、
　
紺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糎

土
地
区
画
整
理
に
よ
る
街
づ
く
り
｝
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
W

用
効
率
が
高
く
な
り
有
利
と
な
り
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

菜
の
花
や
巨
き
落
日
背
負
い
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

岩
風
呂
を
包
む
若
葉
の
陽
の
光
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

妻
の
こ
と
想
い
出
さ
せ
る
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

寄
り
添
い
て
何
を
語
る
か
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

宵
月
や
朧
に
誰
か
待
つ
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
八
郎

入
学
式
皆
着
飾
り
て
ニ
コ
ニ
コ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

宵
月
や
朧
に
か
す
む
天
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

月
お
ぼ
ろ
二
人
の
歩
巾
揃
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

エ
プ
ロ
ン
に
芹
の
呑
り
を
包
み
込

む
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

朧
夜
の
音
の
ひ
と
つ
に
古
時
計

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

肩
に
掌
を
素
直
に
受
け
て
朧
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

旅
終
へ
て
い
つ
し
か
若
葉
濃
さ
を

増
し
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

恋
ひ
と
つ
朧
の
月
に
隠
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
洋
子

朧
夜
の
手
に
手
を
坂
り
て
道
祖
神

　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

限
り
あ
る
刻
の
は
や
さ
よ
星
朧

　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
及
芙
子

小
走
り
に
相
寄
る
影
や
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

花
水
木
あ
し
た
の
白
を
隠
し
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

朧
月
と
き
め
き
し
頃
甦
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

約
束
の
時
間
過
ぎ
ゆ
く
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

杉
木
立
玉
砂
利
っ
づ
く
陵
お
ぼ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
つ
　
　
ど

す
り
こ
木
に
指
で
味
聞
く
独
活
和

へ
り
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

見
渡
せ
ば
河
原
も
町
も
朧
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

湯
の
町
に
友
と
集
へ
り
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

御
社
は
萌
へ
立
つ
緑
営
詣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

遠
き
日
の
恋
は
ひ
と
す
じ
朧
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

　
難
鷹
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．
，
●
●

国
勢
調
査
の
調
査
員
に

　
　
　
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
平
成
二
年
は
五
年
に
一
度
の
国

勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
年
で
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
福
祉
、

教
育
、
住
宅
建
設
な
ど
の
広
い
分

野
に
わ
た
っ
て
皆
さ
ん
の
生
活
に

直
結
す
る
資
料
と
し
て
、
国
や
県

町
の
行
政
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
こ
の
国
勢
調
査
に
直
接

従
事
し
て
い
た
だ
く
調
査
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
国
の

重
要
な
事
業
の
担
い
手
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
く
わ
し
い
内
容
を
知
り
た
い
か

た
、
あ
る
い
は
調
査
員
に
な
っ
て

み
た
い
と
い
う
か
た
は
役
場
企
画
N

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
調
査
基
準
日

　
　
十
月
一
日

O
調
査
期
間

　
　
九
月
二
十
三
日
～

　
　
　
　
十
月
十
日
頃

O
連
絡
先
及
び
問
い
合
せ
先

　
　
役
場
企
画
課

　
　
a
　
三
六
ー
一
五
二
一

　
　
　
　
内
線
二
二
一
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交
通
遺
児
等
育
成
資
金

　
　
　
貸
付
け
制
度
の
ご
利
用
を

　
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
け

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
し

た
か
た
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障

害
が
残
っ
た
か
た
の
子
弟
（
○
歳

か
ら
中
学
校
を
卒
業
ま
で
の
遺
児

な
ど
）
を
対
象
に
政
府
の
資
金
を

無
利
子
で
貸
付
け
す
る
制
度
で
す
。

●
貸
付
け
の
あ
ら
ま
し

O
貸
付
対
象
者

　
貸
付
け
の
対
象
は
、
○
歳
か
ら

　
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
本

　
人

O
貸
付
申
込
者

　
そ
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者

O
貸
付
金
額

　
一
時
金
　
十
三
万
八
千
円

期
間
中
毎
月
　
一
万
七
千
円

小
・
中
学
入
学
時
に
入
学
支
度

金
三
万
八
千
円

○
貸
付
期
間

貸
付
け
が
決
定
し
た
月
か
ら
中

　
学
校
卒
業
の
月
ま
で

○
利
子

無
利
子
で
す
。

o
返
済
方
法

・
第
四
土
曜
日

が
休
み
に
な
り
ま
す
。

埼玉県農林公園催物（6月）

割
賦
（
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦

　
か
ら
選
択
）
に
よ
る
、
二
十
年

　
以
内
の
均
等
払
い
で
す
。

o
返
済
時
期

中
学
校
卒
業
後
、
一
年
据
え
置

　
い
て
か
ら
返
済
を
始
め
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

O
返
済
猶
予

中
学
校
卒
業
後
、
高
校
、
大
学

　
な
ど
に
進
学
し
た
場
合
、
在
学

　
期
間
は
、
返
済
を
猶
予
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ

　
政
府
出
資
法
人
（
運
輸
省
所
管
）

　
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

　
埼
玉
支
所

台
〇
四
八
（
八
二
四
）
一
九
四
五

役
場
は
七
月

　
　
　
　
か
ら
毎
月

第
一

　
国
・
県
や
金
融
機
関
を
は
じ
め
、
民
間
企
業
に
お
い
て
も
週
休
二
日
制
が
定

着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
南
町
も
七
月
か
ら
「
土
曜
閉
庁
」
が
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
庁
す
る
土
曜
日
は
、
第
二
お
よ
び
第
四
土
曜
日
で
す
。
土
曜
閉
庁
は
、
国

全
体
と
し
て
労
働
時
間
の
短
縮
を
進
め
る
と
い
う
観
点
に
た
っ
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。
県
内
で
も
六
十
三
市
町
村
で
“
閉
庁
方
式
”
の
導
入
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は
休
ま
ず
業

務
を
行
い
ま
す
。

　
※
く
わ
し
く
は
、
総
務
課
（
内
線
二
二
七
番
）

　
　
　
⑦。

⑫
馬

開催日 時　　間 内　　　　　　　容

10日（日） 午前10時 料理教室（手作りこんにゃく）

10日（日） 午後1時30分 農業体験（タマネギの収穫）

15日㈹ 午後1時30分 ◎ミニ観葉植物を楽しむ

16日（土） 午前10時 木工相談

17日（日） 午前10時 モロヘイヤ栽培講習会

17日（日） 午後1時30分 木工教室（型抜き）

17日（日） 午後1時30分 農林公園散策会

22日㈹ 午後1時30分 ◎植木類の挿木ととり木

24日（日） 午前10時 子供料理教室
24日（日） 午前10時 木工教室（夏用和風ついたて）

25日（月） 午後1時30分 ◎ウチョウランを楽しむ

26日㈹ 午後1時30分 ◎初夏の庭仕事

☆申込み・問合せ　　川本町大字本田5768－1

　　　　　　農林学級　　費83－2301

　　　　◎印花き園講座　費83－2841



　　　　ロロロ　ロ　　　ハリじロ　コ　コロラロドラロド　ロ　ロドロドロ　ロ　　ロ　ロロ　ドド　ド　　ドラロロロドロロロロロロロロロ　ロロドロ　ロロロドロロロロロ　ロロロロロロロロロ　ドロドロロ　ロロロペロ　ドドロロドロ　ド　ロロし　ロリリリコ

　i　ほしゆう　　i■駕轟茎センター君2、一，、，1i聴嘉牲だしテキスト代男り）i

　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　i埼玉文学賞i　そうだん　i■驚講ら15日働まで申i

　iの驚灘僻懸麟欝行政相談i螂繍鱗隼よ’熊谷i
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　iの作品募集をつぎのとおり行い　i■日　　時　　　　　　　　　　i　O危険物取扱い者試験　　　　　i

　lます。　　　 i6月26日（火）　　i■日時　　　i　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　：■部　　門　　　　　　　　　　：　午前9時30分～正午まで　　　：　7月8日（日）東京国際大学　　：
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　i　小説・詩・短歌・俳旬　　　i■場　所　　　　　　　i　7月15日（日〉熊谷高等学校　i
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　：■資格　　　：勤労福祉センター第2研修室：■願書の受付　　　：
　i　原則として県内在住、在勤者　i■内　　容　　　　　　　　　　i　6月11日（月）～6月15日㈹　　　i

ひ　ド　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　
し

　：県外者の場合には、埼玉の事物、：　行政への不満など　　　　　　：■問合せ　　　　　　　　　　：
●i風土、燗、歴史などをテーマi醐合せ　　　　i熊谷地区消防本部予防課　i

●　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　：にした作品であること。　　　　：　総務課　内線227　　　　　　　　　　　1　　　1費21－1207　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　i’墾灘8月、、，　i心配ごと相談i平成2年度県職員採用試験i
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　i　　（当日消印有効）　　　　　　i■日　　時　　　　　　　　　　i　埼玉県では、平成2年度県職　i

　i■要領　　　16月12日（火）・6月26日（火） i員採用上級試験及び第1回警察i
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　：①必ず未発表作品であること。1午前9時30分～正午まで　：官採用試験などをつぎのとおり：
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　　　　　　　

し

　i　個人誌以外の同人誌への発表　i■場　　所　　　　　　　　　　i実施します。　　　　　　　　　i

　：　も不可とします。　　　　　：　勤労福祉センター第2研修室：■試験区分・試験職種　　　　　：

　i②小説は400字詰め原稿用紙i■内　容　　　　　i　O上級試験　　　　i
　：　で50枚以内。詩は3編、短歌：　日常生活での悩みごとなど　　：　　一般行政、福祉、電気、機：

　i　は15首、俳句は15句で、同一i■間合せ　　　　　　i　械土木、建築、化学、農業、　i
　i　テーマによる連作で結構です。i　社会福祉協議会　内線252　　i　農業土木、林業、小・中学校　i

　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　i③用鷺鮒難響稿i匹巫璽i撫篁灘　　i
　I　　作品の返却はできません。　：　　　　　　　　　　　　　　　：　　薬剤師、獣医師、保健婦、　i
　i④別紙に、住所、氏名（本名〉i　危険物取扱者試験と　　i　栄養士（A）　　　　　　i

　i　年齢・職業二簡単な略歴・電i　試験準備講習会　　　　i　o警察官　　　　　　　　i
　l　話番号を付記してください。　：　　　　　　　　　　　　　　　：■受付期間　　　　　　　　　　：
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　i⑤入賞作品の権利はいっさいi平成2年度第1・2回危険物i郵送6月22日まで　　i
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　：　埼玉新聞社に帰属します。　　：取扱い者試験及び準備講習会がi　持参　6月25日まで　　　　　i

　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i■問合せ　　　　　　iつぎのとおり開催されます。　：　ただし、警察官は、郵送6月
　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　〒336浦和市岸町6－12－11　　：0準備講習会　　　　　　　　　i　4日、持参6月7日まで　　　

　ロ　　　　　　　　ラ　　　　　　
ノゲ ド　　　　　　　　

i糀麹讐判：縛伺・～バi’騰辮務局任剛
　iパソコノ講座受講生i熊谷市立勤労会館　l　i　内線5。11、5。12　i
　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ユ　　ユ　　　　　りり　ウ　　　　エ　　　じ　　　り　や 　りりりり　ドキ　

　や　　　　　　　　　　ロ　　　　ヨ

　1■日時　　　：一
　：　　　　 ：　　　　　　樋成1　7月18日（胴・19日（木）の二日間　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し1コース、両日とも9時30分から　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

116時30分まで　　　　　　　　　i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　

し

■場所　　　：ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
1　埼玉県熊谷福祉センター　　　i
ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
i■申込み　 ，i
i　6月25日（月）午前9時から電話でi
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：■費用・定員　　　　　　　　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
i　10，300円　10名　　　　　　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

人のうごき

5月1日現在　前月比

人口11，592人十46

男5，729人十8
女5，863人十38

世帯数　　3，193　　十26

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
（
徽
継
も

　
〔
四
月
中
届
出
〕

　
沢

福
島
　
若
葉
　
長
女
（
英
人
〉

　
春井

上
彩
二
女
（
豊
勝
）

井
上
　
舞
三
女
（
豊
勝
V

大
澤
沙
也
香
　
長
女
（
敏
夫
）

塩中
村
有
希
子
　
長
女
（
孝
）




